
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【宮城県】 

１実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２実施対象者 登米市立北方小学校 

第４学年（男子１６名，女子１９名，計３５名） 

第５学年（男子２３名，女子１３名，計３５名） 

第６学年（男子１６名，女子１３名，計２９名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（体育，学級活動） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 

・プロスポーツ選手の生き方や考え方を聞いたり，交流活動をしたり

することを通して，夢や希望をもち，目標に向かって取り組むこと

の大切さを知る。 

・プロスポーツ選手の講演や交流活動を通して，スポーツへの興味・

関心を高める。 

 

５ 取組内容 １ ベガルタ仙台サッカーキャラバンの実施 

 ・2000 年シドニーオリンピック代表，現ベガルタ仙台クラブコー

ディネーターの平瀬智之氏，アカデミーコーチ４名の計５名か

ら，サッカーの基礎となるパス，ドリブル等を教えていただいた。 

 ・平瀬氏と児童４名によるボー

ル取り対決を実施。４人がか

りでボールを取りに行くも，

ボールに触れることすらでき

ず，日本代表レベルの技術力

の高さを知ることができた。 

 ・ボールに慣れる運動から，徐々

にボールをコントロールする

運動へと段階を踏んで指導していただくことで，サッカーに対し

て苦手意識があった児童も，最後まで意欲的に活動していた。 

 ・ミニゲームでは，運動が苦手な児童も積極的にボールを追いかけ

る姿が見られた。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



２ 楽天イーグルス「未来塾」の実施 

 ・楽天イーグルスドリームアンバサダーの阿部俊人氏から，夢や目

標をもつことの大切さや，身近な人への感謝の気持ちをもつこと

等についてお話をいただいた。 

 ・実技交流では，児童６名がティ

ーバッティングを体験した。止

まっているボールであっても

うまく打つことができず，プロ

野球選手のバッティングがい

かに難しいかを知ることがで

きた。 

 ・楽天より配布されたパンフレットに自分の将来の夢を記入した

り，講演の内容でも特に将来の夢に関する部分をメモしたりさせ

た。 

６ 主な成果 

 

・プロスポーツの第一線で活躍したトップアスリートたちとの交流を

通して，スポーツをより身近に感じた児童が多かった。 

・トップアスリートに対して，『テレビの中の人』『はじめから才能が

あった人』『自分たちとは違う人』という認識をもっていた児童が

多かったが，交流を通して身近な存在であることを感じていた。 

・第一線で活躍するために日々努力していることや，夢や目標を諦め

ずに追い求めて実現させてきた体験談などを聞くことで，自分も頑

張ればできるという考えをもつことができた児童が多かった。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・サッカーや野球についての事前指導を行うことで，交流活動への興

味・関心を高めた。 

・未来塾においては，事前に一人一人の夢をパンフレットに書かせる

ことで，阿部氏が夢を実現させるに至った努力や思いに気付かせ

た。 

８主な課題等 ・ベガルタ仙台サッカーキャラバン，楽天イーグルス未来塾どちらに

おいても，通常の授業との関わりが薄い単発的な行事になりがちで

ある。事前指導や事後指導を適切に位置付ける必要がある。 

・どちらも年度初めに各団体への申込みを行うが，抽選で実施の可否

が変わることもあるため，年間指導計画への位置付けがしにくい面

がある。 

９来年度以降

の実施予定 

・来年度も年度初めに申込みを行い，実施していく予定である。 

 

 


